
























年 6 月～43（昭和18）年 2 月に第 1 ～ 3 篇までが刊行され、敗戦後には




石 田 仁 志
「旅愁」新聞連載の第 1 回
論文




















左から第23回（ 5 月11日、オーギュストコント通り）、第46回（ 6 月15日、





























3 月30日夕刊 １ 面より




















1  『東京日日新聞』『大阪毎日新聞』1937（昭和12）年 3 月30日夕刊 1 面。ちなみに、「旅
愁」の前の連載は泉鏡花「薄紅梅」であったが、「薄紅梅」の連載予告（1936.12.29『東

























































　　 こんな人人〔論者注： 2 ， 3 年パリにいる人たち〕が日本を軽蔑する
理由は、すべて日本人がヨーロツパを真似し切れぬといふ一事に帰し













































































































































































る。 6 月20日～ 7 月 8 日の19日間で「旅愁」の掲載はわずか 4 回のみであっ
た。さらに 7 月 7 日に盧溝橋事件から日中戦争が勃発すると、『大阪毎日』

















































































































研究」の成果の一部として、2017年 3 月 7 日にストラスブール大学GEOで
の研究会La nostalgie dans les romans japonais et person au XXe siécleにおける
口頭発表「Représentation de la nostalgie dans Mélancolie du voyageur de 
YOKOMITSU Riichi」を基にしたものである。ストラスブール大学での発表
の機会を与えてくださったAntonin Bechler先生にこの場を借りて感謝申し上
げる。
